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［１］ 環境経営方針    
  

私たち有限会社ツルタは「顧客が満足する物つくり」を会社の方針とし、会社と社

員の発展と地域社会への貢献を実現します。 

この事業活動においては、地球環境の保全及び改善を目指し、法令の順守や地域

のニーズに応えることはもとより、具体的な活動指針を下記に定め、豊かな環境を

未来につなげるよう社員が一丸となって取り組みます。 

 

１ 全社員が環境改善に取り組む意識を持つよう環境教育を実施します。 

２ 二酸化炭素排出量の削減を図ります。 

３ 節水に努めます。 

４ 廃棄物の分別管理を徹底しリサイクル率を高めます。 

５ 改善提案活動を通じて、環境にやさしい工程作りを進めます。 

６ グリーン購入を推進します。 

７ ＥＡ２１のシステムに則りＰＤＣＡのサイクルを維持し継続的改善を行います。 

 

 

 

 

                                        ２０１９年９月１日 

                         有限会社ツルタ 

                         代表取締役社長     
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［２］ 事業の概要   

 
１ 事業所名及び代表者名 

事業所名 有限会社 ツルタ 

代表者名 高田 一郎 

2 所在地 

〒439-0018 

静岡県菊川市本所 2623 

3 責任者及び連絡先 

環境管理責任者 代表取締役社長 高田 一郎 

事務局担当 総務グループ  落合 弥生子 

ＴＥＬ 0537-36-1188 

ＦＡＸ 0537-36-2459 

4 事業内容 

輸送用機器部品等の製造 

主にマシニングセンターによるアルミ部品の加工 

カシメ機他による部品組立、キャブレター・ウォーターポンプ等の組立 

5 事業規模 

単年度売上 約 3億円 

従業員数 3１名 

6 対象範囲 

当社の全組織、全活動を取り組みの対象とする 

7 その他 

１９９９年 １２月 ＩＳＯ９００１認証取得 

２００７年 ６月 エコアクション２１認証取得 

 

［３］ 環境管理体制  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

取締役会長 鶴田 浩

代表取締役社長 高田一郎

総務グループ

品質保証グループ

リーダー会

ＩＳＯ9001事務局
ＥＡ２１事務局

品質管理責任者
環境管理責任者

パーツ担当

加工担当

製造グループ

組立担当

WP組立担当

WP加工担当

環境経営方針決定

ＥＭＳ統括

ＥＭＳ運用
情報交換

ＥＭＳ状況管理

グリーン調達推進

環境保全・教育指導

加工部門

組立部門
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［４］ 環境目標と実績 

1） 環境経営 2023年度 目標 

環境目標 

1. エコアクション 21 の年度目標（下記）達成 

2. 新たな方法での地元貢献 

3. エコ提案とその実施・評価 
 

 

 

2） カーボンニュートラルに向けての長期目標（2023年度設定） 

① 2030年度 2016年度を BM（ベンチマーク）として 

 ＣＯ2排出量（原単位）を 46％削減する。 

 

② 2050年度 カーボンニュートラルを目指す。 
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3） ２０２3年度目標と達成状況 

① 年度目標の達成 

 

 

 2023年度 

目標 

2023年度 

実績 

達成度 

評価 

ＣＯ2排出量：㎏-CO2 

（売上 10万円当り） 
11４.９以下 83.9 ○ 

水使用量：ℓ 

（売上 10万円当り） 
462.5以下 349.2 ○ 

リサイクル率：％ 
※前年度廃棄分を分配 

97.7以上 
98.9 

※ 99.5 
○ 

 

②  新たな方法での地元貢献 後述の通り 

③  エコ提案とその実施・評価 後述の通り 

 

4） 環境への負荷状況 

 

  2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 

購買電力 ｋWｈ 316，649 388，491 330，036 258，881 

水道使用量 ㎥ 590 619 587 544 

廃棄物総量 ｔ 13.3 15.5 12.9 10.4 

太陽光発電量 ｋＷｈ 32，673 32，523 31，391 32，572 

 

各負荷に対し、実際の排出量は稼働状況により変動するため、 

上記のように CO2排出量、水使用量は売上１０万円当りに換算して評価する。 

 

  



6／12 

5） ５か年目標（2020～2024年度）の実績、達成度 

1-1 ＣＯ２総排出量の推移と売上 10万円当りのＣＯ２排出量推移  

 

1-2 水総使用量の推移と売上 10万円当りの水使用量の推移 

1-3 リサイクル率の推移 
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［５］ 取り組み状況と評価 次年度の取組内容 

1） ２０２3年度 計画 

下記計画で目標達成を目指し取り組んだ。 

 

    ２０２３年度 
期間 ２０２３年４月１日～２０２４年３月３１日 

作成 ２０２３年５月９日（火）  EA21事務局 

環境目標  個別目標  
具 体 的 手 段        
（プ ロ セ ス      ） 

目標値 担当 

１ 
エコアクション２１ 

目標値の達成 

１ 

CO２排出量 
115.2 ㎏-CO２以下 
（売上 10 万円当り） 
 
2024 年度までに 
114.9 ㎏-CO２以下にす

る 

１ 
デマンド管理による時間当り電力使用量

の抑制及び警報による電力抑制 
最大需要電力 

164kWh以下 
総務Ｇ 

各ﾘｰﾀﾞｰ 

２ 
カーボンニュートラル分科会への参加 

内容報告と社内への展開 
５回／年 

橋本 

(各ﾘｰﾀﾞｰ) 

２ 

水使用量 

462.5ℓ以下 
（売上 10 万円当たり） 

2024 年度までに 

440ℓ以下にする 

１ 雨水の利用方法を再検討する ６月 各ﾘｰﾀﾞｰ 

２ 
手洗い時の節水、ﾄｲﾚ使用後の止水確認 

呼びかけ（継続）と不具合情報収集 

1 週・3 週 

朝礼時 
各ﾘｰﾀﾞｰ 

３ 

リサイクル率 

97.7％以上 

2024 年までに 

97.9％以上にする 

１ 
分別の強化継続（再資源化の強化） 

 加工→切粉 組立→金属 
毎月 

各ﾘｰﾀﾞｰ 

全社員 

２ 
回転在庫（有償支給材）の見える化 

適正数再検討及び在庫調整 
10 月迄 

総務Ｇ 

組立ﾘｰﾀﾞｰ 

３ 倉庫への持込品 分別 
１回／ 

２ヶ月 
大塚 

４ 実績の確認 １ 
環境目標に対する実績の状況をリーダー

会で確認、状況の把握 
毎月 

事務局 

各ﾘｰﾀﾞｰ 

５ グリーン購入の推進 

１ 文具、副資材等購入品のグリーン品調査 ２回／年 総務Ｇ 

２ 生産設備リユース部品の見える化 ７月 加工部門 

６ 緊急事態訓練 １ LINEWORKS による訓練（安否確認） １回 総務Ｇ 

２ 

新たな方法での 

地元貢献 

 

１ 
地域に発信できる活
動の検討と実施 

１ 

会社前県道の除草・土除去 

駐車場周りの除草 

駐車場～会社裏の水路の石除去 

毎月 全社員 

3 
エコ提案と 

その実施・評価 
１ エコ提案の推進 1 

提案と実施 

効果確認 

提案 

１２件/

年 

実施 

１回/ 

２ヶ月 

効果確認 

実施翌月 

加

工

部

門 

提案 

実施 

確認 

組

立

部

門 

提案 

実施 

確認 
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２) 環境への取り組み状況 

1-1-1.デマンド管理による時間当たり電力使用量の抑制  

エアコン使用時のピーク注意警報は一度もなかったが、最大値需要電力値は 7月 148kWh が

最大値で昨年の 7 月 170kWh の 12％減に抑制された。 

 

1-1-2.カーボンニュートラル分科会への参加 内容報告と社内への展開 

客先協力会主催の分科会が 4 月に発足、年間計画に則り定例会 5回、報告会 2 回に担当者

が参加。参加報告、社内への展開、実施状況報告はリーダー会で随時行った。 

主な実施項目は下表の通り。 

 

実施項目 
削減効果 

削減率 消費電力(年) 

工場内エアー洩れ削減７１件   5,626kW 

吸引装置：吸引時間削減・エアー吹き出し時間 

カシメ部品_異物除去吸引時間削減 72％ 351kW 

フロート全閉確認装置：検査エアー削減 90％ 4kW 

ﾁｪｯｸﾊﾞﾙﾌﾞ検査（吸引）時間削減 65％ 374kW 

エアーハンマ吸引時間削減 96％ 304kW 

各装置のモーター駆動時間短縮 

カシメ機_電力消費削減 （計３台） 85％ 738kW 

油圧プレス_電力消費削減 10％ 126kW 

前年度導入の省エネコンプレッサー高効率活用 

旧ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ OUT側 ⇒ ﾚｼｰﾊﾞｰﾀﾝｸに配管 
30％ 

1,444kW 

設定圧力再見直しによる消費電力低減 1,969kW 

エアーブローBOX①：エアー消費量削減 51％ 1,654kW 

エアーブローBOX②：エアー消費量削減 43％ 6,729kW 

                              

1-1-その他.改善提案の推進により改善効果 

提案総件数 310件、そのうち工数改善 76件で、加工サイクルの短縮・2S3 定などを継続し

て取り組んだ。 

例 

1）エアーブローＢＯＸでの前後往復エアーブローを自動化し手作業を削減した。 

2）旋盤加工においてゲート削り加工を入れていたがソ材の変更により加工廃止でき加工時間

の短縮を図った。 

 

1-1-その他.生産計画に合わせた稼働時間の検討と変更 

生産量の変動に合わせ加工部門の夜勤シフト変更（平常対応も取り入れ）、稼動時間を抑制。 

2/19～は全社平常生産を行っている。 
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1-2-1.雨水の利用方法を再検討する。 

 

雨水タンクを増設し、クーリングタワー水槽へ雨水を供給。 

 
既存の雨水タンクに水受けを設置し、モップ洗濯用に利用。 

 

1-2-2.手洗い時の節水、トイレ使用後の止水確認呼びかけ（継続）と不具合情報の収集。 

職場毎、朝礼で呼びかけ及びパトロール実施。 

不具合は打ち上げの都度対応し効果が継続している。 

 

1-3-1．分別の強化（再資源化の強化継続）  

（1）加工の切粉を焼却ゴミに混ぜないよう資源に分別。 

（2）組立の紙類は焼却紙との分別を徹底。 

組立の混在品、電線類も金属付き品は資源品として種類毎に分別強化。 

（3）廃棄設備類は解体分別しリサイクル推進。 

（4）使えるものを廃棄せず再利用。 

 

1-3-2．回転在庫（有償支給材）の見える化 適正数再検討及び在庫調整 

(1) ロット数が小さくなったＨＳ－Ａの回転在庫数を見直し在庫調整を依頼。 

(2) ディスクの回転在庫分を調整し在庫が明確にできるので、現状の注文に見合った商流

となるように再検討し次年度継続して取り組む。 

1-3-3．倉庫への持込品の分別 

預かり品はあるべき場所に返却し、処分品はスケジュールを立て来年度末迄に解体分別しリ

サイクル推進継続していく。 

1-4-1．環境目標に対する実績の状況をリーダー会で確認、状況の把握  

毎月第３週実績値の確認をしながら、状況の把握を行って情報を共有した。 

1-5-1．文具、副資材等購入品のグリーン品調査 

購入先の取り扱いがなくなった作業服についてミドリ安全で従来品の類似エコ商品の調査を

してみた。 

他には当社で設置している消火器もエコ商品である事を確認した。 

1-5-2．生産設備リユース部品の見える化 

ＭＣ設備部品を仕分け、№を付けデータ化し部品にも表示し棚に保管。 

増設タンク 

既存タンク 
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1-6-1．LINEWORKS による訓練（安否確認） 

9/30 LINE WORKSによる安否確認訓練実施。LINE の受信に気がつかなかった人には確認を促

した。 

12/1防災訓練実施、11/29 実施予定の配信も行った。 

 

2-1-1.新たな方法での地元貢献 

従来の県道ゴミ拾いの他、県道除草・土除去、工場東側水路の石除去、駐車場周りの除草を

行った。 

 

3-1-1. エコ提案の推進 提案と実施、効果確認 

加工 提案 33 件 実施 29 件  月額効果 32,223 円 

組立 提案 17 件 実施 16 件   月額効果  2,742 円 

計  提案 50 件 実績 45 件  月額効果 34,965 円 （昨年 54 件 月額効果 6,389 円） 

 

 

3） 実績評価取りまとめ 

 

［CO2排出量の削減］ 

 

売上 10万円当りのＣＯ２排出量は目標に対し 127％達成できた。 

昨年導入した省エネ設備を高効率化、不稼働時のエアー・電源自動遮断、エアー漏れ・工数改善

等への取り組みによって電力使用量を抑制でき目標を達成できた。 

 

［水使用量の削減］ 

 

売上 10万円当りの水使用量は目標に対し 124％達成できた。 

トイレ・手洗い時の節水は継続して努め、水漏れは発見の都度早期に対策をとった。 

新たな雨水の利用、加工ＭＣ機の切削液漏れ箇所把握・対策による補給減も継続でき、水の使

用量抑制に繋がっている。 

 

［リサイクル率向上］ 

 

今年度は 2年分の廃プラスチックの処分を行ない 101％目標達成。 

（前年度分を分配したリサイクル率の達成率は 102%） 
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4） 2024年度の取り組み内容 

次の計画の通り取り組む 

環境経営方針管理･実施計画 

                                                              

№ № №

CO2排出量

114.7㎏/CO2以下

（売上10万円当り）

2023年度実績

83.9㎏-CO2

水使用量
440.0ℓ以下

（売上10万円当り）

2023年度実績
349.2ℓ

リサイクル率

97.9％以上

2023年度実績

2年分廃ﾌﾟﾗ処分98.9%　

2022年と分配 99.9%　

2024 年　5 月 9 日 （木）

ＥＡ２１事務局

2 全員でのエコ提案 1 １人１件以上のエコ提案
12月迄

1人1件以上
全社員

年４回以上
グループ別

各ﾘｰﾀﾞｰ

事務局

3

エコ教育の
計画的実施

と

全員での
エコ提案

1 エコ教育の計画的実施 1
グループ別にエコ教育の実施
　事務局作成資料を利用

④ゴミ拾い

月交替
グループ別

全社員
②駐車場周りの除草

③会社裏の水路の石除去
2

見える！
地元貢献活動

1 地域清掃活動 1

①会社前県道の除草・土除去

組立Ｇ
6 緊急事態訓練 1 グループ別　緊急訓練の実施 １回/年

加工Ｇ

5 グリーン購入の推進 1
文具、副資材等
購入品のグリーン品調査

2回/年 総務Ｇ

事務局

各ﾘｰﾀﾞｰ
4 実績の確認 1

環境目標に対する実績の状況を
リーダー会で確認、状況の把握

毎月

3 倉庫への持込品の分別 毎月 大塚ﾘｰﾀﾞｰ

適正数再検討及び在庫調整継続 組立ﾘｰﾀﾞｰ

　加工→切粉　組立→金属 全社員

3

1
分別の強化継続(再資源化の強化)

毎月
各ﾘｰﾀﾞｰ

2
回転在庫(有償支給材)の見える化

8月迄
総務Ｇ

2
節水呼びかけ継続と
不具合対策による節水

毎月 各ﾘｰﾀﾞｰ

2

1 雨水利用の継続 毎月 各ﾘｰﾀﾞｰ

最大需要電力
2

デマンド管理による
　時間当り電力使用量の抑制
　及び　警報による電力抑制
　（設定値見直し）

総務Ｇ
各リーダー148kW 以下

無 110㎏-CO2

1
エコアクション21

年度目標値
の達成

1

1
有 118㎏-CO2

（環境目標）
月毎のCO2排出量 右記目標値以下

（全社取り組み意識の向上）

冷暖房使用

全社員

至   2025 年　3 月 31 日

活動方針 重点項目 具体的手段（プロセス） 目標値 主担当

作
成2024年度

期
間

自　 2024 年　4 月　1 日
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［６］ 環境関連法規への違反、訴訟等の有無に関して 
 

以下の環境関連法規等について違反、訴訟等はなく遵守されていた。 

関係機関からの指摘、近隣の住民等から苦情はなかった。 

 

騒音規制法 ・ 振動規制法 ・ フロン排出規制法 

廃棄物処理法 ・ 静岡県産業廃棄物適正化条例 

消防法（市条例） ・ 水質汚濁防止法 ・ 浄化槽法  

 

 

 

［7］ 代表者による全体評価と見直しの結果  

    

環境マネジメントレビュー：代表者の評価と見直し結果 

 

売上１０万円当りの CO２排出量目標を大幅に達成できた要因は以下の順である。 

① 単価の見直しによって基準となる売上が増えた事。 

② 省エネ設備（ＭＣ）を主に使用し加工できた事。 

③ エアコン・コンプレッサーの設備更新。 

④ エアー漏れ・工数改善等の全員で取り組んだ改善活動。 

これから先は設備の導入予定がないので、みんなで考えて改善していく。 

 

２０３０年迄にＢＭ（ベンチマーク）の半減、２０５０年カーボンニュートラルを目指し

次の中期目標を立て活動をつなげていきたい。 

 

                   


